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第34回多摩市平和展
― すべてのいのちに平和な地球を  ―

パルテノン多摩
入場無料 

（会期中は無休）
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2025 年 8 月17日  ㈰  －  8 月24日 ㈰  10:00 ～ 18:00

主催：多摩市平和展市民会議／多摩市　後援：公益財団法人  多摩市文化振興財団
問い合わせ先：多摩市くらしと文化部 平和・人権課（TEL: 042-376-8311 / FAX: 042-339-0491）

多摩市公式ホームページ
広報 ID 1011812

https://www.city.tama.lg.jp
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オープニングイベント

「被爆ピアノ」とは原爆投下時、爆心地より約３キロ以内で原爆の爆風、熱線、放射能等の被害を受けたピアノです。
広島で被爆したままの姿で今日まで生き続ける「被爆ピアノ」の音色が平和の尊さを問いかけます。

　傀
かい

儡
らい

政権「満洲国」に渡った日本人移民の多くは、貧しさの中で国策に乗り、現地の人の土地を奪う側に立
ちました。戦後 80 年、満蒙開拓の過去を通して、被害と加害が絡まりあった戦争の実態について、考えてみた
いと思います。

　戯曲「マリアの首」の映画化の作品です。原爆投下から 12 年後の長崎。
戦争の記憶と傷跡を残すため、被爆マリア像の残骸を運び出す二人の女性
の生き様が描かれ、長崎を最後の被爆地にとの平和への祈りが伝わってき
ます。

　出演：高島礼子　黒谷友香　田辺誠一 ほか
　主題歌：「祈り」　歌：さだまさし

「満
まん

蒙
もう

開拓団」を通して戦争の影を見つめる
ドキュメンタリー『沈黙の奥底～河野村分村が問いかけるもの～』上映とシンポジウム

『祈り ―幻に長崎を想う刻
とき

―』上映

胡
く る み ざ わ

桃澤伸
しん

 さん
（精神科医、劇作家）

寺
てら
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秀
ひで

文
ふみ

 さん
（満蒙開拓平和記念館館長）

①オープニングイベント 14:00 ～ 14:10  
②ドキュメンタリー上映 14:10 ～ 15:00  ③シンポジウム 15:10 ～ 17:00

小ホール

小ホール

　戦後 80 年、今年は平和展にとっても大きな節目の年です。この 80 年間に、世界では
朝鮮、ベトナム、イラン・イラク、そして今またロシア・ウクライナと戦争が絶えません。
　戦争と平和の歴史から我々が学ぶこととは？

多摩市平和展連続講演（第12回）
「戦後80年～戦争と平和の歴史から学ぶこと～」

山
やま

田
だ

朗
あきら

 さん
明治大学文学部教授・

明治大学平和教育 
登戸研究所資料館館長

会議室１ 

公式ホームページのインターネット手続き、電話（042-376-8311）、FAX（042-339-0491）のいずれかでお申し込みください。
※ FAX の場合は「イベント名」「氏名」「電話番号」「住所」をご記入ください。

 ※先着８０名、7 月22 日（火）より受付開始事前申込方法について
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 さん
（東京工科大学教授）

進行パネリスト
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ドキュメンタリー
『沈黙の奥底～河野村分村が問いかけるもの～』より
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手話・要約あり

要事前申込

手話・要約あり

①オープニングイベント 14:00 ～ 14:10  ②ドキュメンタリー上映 14:10 ～ 15:00  ③シンポジウム 15:10 ～ 17:00

「満
まん

蒙
もう

開拓団」を通して戦争の影を見つめる
ドキュメンタリー『沈黙の奥底～河野村分村が問いかけるもの～』上映とシンポジウム

8 月17日（日） （開場 13:30） 14:00 ～ 17:00 小ホール

手話あり

 14:00～17:00（開場13:30）8月 17日（日）

 14:00～16:00（開場13:30）8月 19日（火）

 10:00～12:00（開場 9:30）8月 23日（土）

オープン
スタジオ

講演

※会議室１の講演のみ要事前申込



定員:60名

定員:60名

　都立永山高等学校の生徒が、修学旅行先「広島」での平
和学習を報告し、「平和」などをテーマにした絵本、紙芝居
を読みます。今年度はさまざまな角度から平和につながる
お話を選びました。

　今でも世界中で紛争が止みま
せん。それらの紛争を題材にし
た本が、近年多く出版されてい
ます。そういった本を中心に今
年は選んでみました。

協力：多摩市立図書館
　派遣員自らの言葉で被爆地「広島」を通じて学んだ平和への想いを伝えます。 
長崎出身のシンガーソングライター  カツルミさんによる歌と平和へのメッセージもあります。

　都立永山高等学校３年生は
昨年、平和学習の一環として広
島に修学旅行に行きました。核
兵器の恐ろしさを知りました。
“二度と核兵器は使用しない”
平和の大切さを作文を通して皆
さんに伝えます。

8 月 18 日（月） 朝
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「多摩市周辺での子どもとしての戦争体験」

8 月 20 日（水） 片
かた

山
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「機銃掃射の恐ろしさと、戦後の世の中の変遷」

8 月 21 日（木） 山
やま

上
がみ

壽
とし

子
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 さん

「九死に一生を得た東京大空襲の前日」

8 月 17 日㈰ － 8 月 24 日㈰ 10:00 ～ 18:00（会期中は無休）第34回多摩市平和展 ※２面３面のイベントの事前申込は不要です（当日先着順）

DVD上映コーナー 近現代史年表展示千羽鶴作成コーナー

 各回13:00～14:00（開場12:30）

 14:30～15:30（開場14:15）

市民ギャラリー 

オープンスタジオ 

オープンスタジオ 

若い人たちへの伝言
～語り継ぐ戦争体験

多摩と田
た

奈
な

から考える旧日本陸軍の弾薬製造

多摩火
か

工
こう

廠
しょう

とその後の変遷

ワークショップ報告「戦争とこども」

高校生による平和学習の報告と
平和絵本のお話し会

令和７年度多摩市子ども被爆地（広島）派遣成果報告会

令和６年度

派遣事業成果報告
作文・活動アルバム 平和関連の絵本・

紙芝居・本の展示

高校生から平和へのメッセージ
～広島への修学旅行から～

戦後80年、戦争の傷跡を見つめる

満
ま ん

蒙
も う

開拓平和記念館展示パネルと
福島菊次郎写真パネル

　広島で被爆した「被爆ピアノ」は当時の姿のまま演奏できるよう修復されました。全国で被爆ピアノの平和コンサートを
行っている矢川ピアノ工房・矢川光則さんのお話と、広島出身で多摩市を中心に活動している夫婦ユニット「らいん」によ
る被爆ピアノの演奏、ノーベル平和賞を受賞した日本被団協事務局次長・濱住さんの言葉が平和の尊さを問いかけます。

8 月 18日（月）

 11:00～12:30（開場10:30）8月 17日（日）

 14:00～16:30（開場13:30）8月24日（日）

　今年は被爆 80 年、戦争体験を記録した貴重
な絵です。見て、感じて、平和が続くようにし
ましょう。

　戦後 80 年を考えるとき、戦争の加害と被害の事実を見
つめる必要があります。シンポジウム「『満蒙開拓団』を
通して戦争の影を見つめる」に合わせ、戦争がもたらした
傷を考えるための展示を準備しました。

広島基
もと

町
まち

高校の生徒と被爆体験
証言者との共同制作による「原爆の絵」

「変わり果てた広島の繁華街、新天地」 
作／山中亜美　所蔵／広島平和記念資料館 満蒙開拓平和記念館内の様子

原爆死没者慰霊碑前にて
令和６年度 子ども被爆地派遣の様子

福島菊次郎氏 © 那須圭子

「こどもの国」弾薬庫入口
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 さん
（ヴォーカル・広島県出身）
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（ピアノ・東京都出身）
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80年目の証言者が、音と共に語りかける――今を生きるあなたへ

こちらもご利用ください

　多摩火
か

工
こ う

廠
しょう

と、現在の「こどもの国」にあった田
た

奈
な

補
ほ

給
きゅう

廠
しょう

は、どちらも旧日本陸軍の工場で、
主に砲弾や弾薬に関わる製造をしていました。地域で兵器を造っていた、とは、どんな意味を
持ったのでしょうか。資料をもとに考えていきましょう。

　かつて稲城市と多摩市にまたがって旧日本陸軍の火薬工場があり、
その後は「米軍多摩弾薬庫」、現在は「米軍多摩サービス補助施設」
となっています。その 90 年近くに及ぶ歴史と経緯が一望できます。新た
な展示物を出品予定！

　多摩と田奈の学徒勤労動員の手記と、
多摩火工廠の女学生ご家族のお話から、
危険さを知らされずに働いたこどもたちにつ
いて学びました。戦争遺跡を間近で見られ
る田

た

奈
な

補
ほ

給
きゅう

廠
しょう

の写真や、ワークショップに
参加した若者の感想などを展示します。

 15:00～17:00（開場14:30）8月23日（土）

展示

展示

展示

展示

被爆ピアノコンサートと講話

報告・
お話し会 講座
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 さん
（東京工科大学教授）

半地下式倉庫（稲城市教育委員会所蔵）

日本原水爆被害者団体協議会 事務
局次長。広島の胎内被爆者。2024
年 12 月、オスロで開催されたノー
ベル平和賞授賞式に出席した。

地元 ･ 多摩市を中心に地域とつながりな
がら、平和への祈りを音楽に託して「結ぶ
音、つなぐ音」を紡ぐ。

（株）矢川ピアノ工房。広島県
出身の被爆ピアノ調律師。全国
で「被爆（ひろしま原爆）ピアノ、
平和コンサート」を行う。

展示

手話・要約あり

手話あり

展示

報告会

お話


